
３ 漁業信用保険勘定
（１）漁業保証保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 1,136 引当金
有価証券 4,673 賞与引当金 13 
未収金 4,741 政府事業交付金 6,906 
その他の流動資産 74 支払備金 692 

10,625 その他の流動負債 4 
7,615 

Ⅱ 固定資産 Ⅱ 固定負債
１ 有形固定資産 引当金

建物 5 退職給付引当金 259 
減価償却累計額 △2 責任準備金 1,883 

11 2,142 
減価償却累計額 △5 9,757 

有形固定資産合計 9 （純資産の部）
Ⅰ 資本金

２ 無形固定資産 5 政府出資金 26,852 
民間出資金 1,091 

３ 投資その他の資産 27,944 
投資有価証券 29,250 Ⅱ 資本剰余金
敷金・保証金 4 特別出えん金 169 
投資その他の資産合計 29,254 169 

Ⅲ 利益剰余金
29,268 積立金 311 

当期未処分利益 1,711 
（うち当期総利益） (1,711)

2,023 
30,136 

39,893 39,893 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 事業収入

保険事業費 保険事業収入
保険金 7,100 保険料収入 1,055 
保険料払戻金 32 回収金収入 916 
回収奨励金 18 違約金収入 5 
支払備金繰入 482 助成金見合納付金収入 20 
責任準備金繰入 － 支払備金戻入 － 
事業費合計 7,631 政府事業交付金収入 6,525 

一般管理費 責任準備金戻入 753 
人件費 186 事業収入合計 9,273 
直接業務費 18 財務収益
管理業務費 36 受取利息 0 
賞与引当金繰入 13 有価証券利息 403 
退職給付引当金繰入 38 有価証券売却益 － 
減価償却費 4 財務収益合計 404 
一般管理費合計 294  

財務費用 40 
経常費用合計 7,966 経常収益合計 9,677 

経常利益 1,711 
臨時損失

固定資産売却損 0 
臨時損失合計 0 

当期純利益 1,711 
当期総利益 1,711 

資本金合計

資本剰余金合計

純資産合計

損 益 計 算 書
（自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日）

利益剰余金合計

資産合計 負債純資産合計

固定資産合計

その他の有形固定資産

科 目 科 目

負債合計
固定負債合計

科 目 科 目

流動資産合計
流動負債合計

貸 借 対 照 表
（平成24年3月31日現在）

１．貸借対照表

（１） 平成２３年度末における資産総額は３９８億９３百万円（１４億７０百万円増）
である。
主な内訳は、未収金４７億４１百万円（３７億０１百万円増）及び有価証券４６億
７３百万円（５０百万円減）、投資有価証券２９４億５０百万円（２３億５４百万
円減）である。

（２） これに対して、負債総額は９７億５７百万円（２億４８百万円減）である。
主な内訳は、責任準備金１８億８３百万円（７億５３百万円減）、政府事業交付

金６９億０６百万円（増減なし）である。

（３） 純資産総額は３０１億３６百万円（１７億１７百万円増）である。
主な内訳は、政府及び漁業信用基金協会からの出資金２７９億４４百万円（増減

なし）、利益剰余金２０億２３百万円（１７億１１百万円増）である。

２．損益計算書

（１） 平成２３年度の経常費用は７９億６６百万円（５１億１０百万円増）、経常収益
は９６億７７百万円（６２億６０百万円増）であり、この結果、当期総利益は１７
億１１百万円（１１億５１百万円増）となった。

（２） この主たる要因は、
・ 費用においては、東日本大震災を要因とする、保険金支払が大幅に増加し、保
険事業費（保険金、支払備金繰入等）が７６億３１百万円（５１億６６百万円増）
となったこと
・ 収益においては、保険料収入１０億５５百万円（６７百万円増）、政府事業交
付金収入６５億２５百万円（うち保証保険資金等緊急支援事業交付金６０億７６
百万円）であったこと、責任準備金について７億５３百万円の戻入となったこと
等による。



（２）漁業融資保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 28 引当金
有価証券 71 賞与引当金 0 
未収金 0 その他の流動負債 0 
その他の流動資産 2 0 

101 Ⅱ 固定負債
引当金

Ⅱ 固定資産 退職給付引当金 7 
１ 有形固定資産 責任準備金 4 

建物 0 11 
減価償却累計額 △0 11 

0 （純資産の部）
減価償却累計額 △0 Ⅰ 資本金

有形固定資産合計 0 政府出資金 160 
民間出資金 20 

２ 無形固定資産 0 180 
Ⅱ 資本剰余金

３ 投資その他の資産 特別出えん金 － 
投資有価証券 116 － 
敷金・保証金 0 Ⅲ 利益剰余金
投資その他の資産合計 116 積立金 25 

当期未処分利益 1 
117 （うち当期総利益） (1)

26 

206 
217 217 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 事業収入

保険事業費 保険事業収入
責任準備金繰入 4 保険料収入 1 
事業費合計 4 財務収益

一般管理費 受取利息 0 
人件費 5 有価証券利息 12 
直接業務費 0 有価証券売却益 － 
管理業務費 1 財務収益合計 12 
賞与引当金繰入 0 
退職給付引当金繰入 1 
減価償却費 0 
一般管理費合計 7 

財務費用 1 
経常費用合計 12 13 

経常利益 1 
臨時損失

固定資産売却損 0 
臨時損失合計 0 

当期純利益 1 
当期総利益 1 

資本剰余金合計

流動負債合計

固定負債合計
負債合計

利益剰余金合計

純資産合計

資本金合計

経常収益合計

科 目 科 目

損 益 計 算 書
（自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日）

資産合計 負債純資産合計

固定資産合計

その他の有形固定資産

科 目 科 目

流動資産合計

貸 借 対 照 表
（平成24年3月31日現在） １．貸借対照表

（１） 平成２３年度末における資産総額は２億１７百万円（５百万円増）である。
主な内訳は、現金及び預金、有価証券、投資有価証券が２億１５百万円（６百万

円増）である。

（２） これに対して、負債総額は１１百万円（４百万円増）である。
主な内訳は、退職給付引当金７百万円（ほぼ同額）及び責任準備金４百万円（純

増）である。

（３） 純資産総額は２億６百円（１百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農林中央金庫からの出資金１億８０百万円（増減なし）、

利益剰余金２６百万円（１百万円増）である。

２．損益計算書

（１） 平成２３年度の経常費用は１２百万円（４百万円増）、経常収益は合計で１３百
万円（ほぼ同額）で、この結果、当期総利益として１百万円（４百万円減）となっ
た。

（２） この主たる要因は、費用として責任準備金繰入４百万円（純増）を計上したこと
による。



（３）漁業融資業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 256 引当金
有価証券 656 賞与引当金 3 
未収金 0 その他の流動負債 1 
短期貸付金 19,497 4 
その他の流動資産 18 Ⅱ 固定負債

20,426 引当金
退職給付引当金 75 

Ⅱ 固定資産 75 
１ 有形固定資産 79 

建物 1 （純資産の部）
減価償却累計額 △0 Ⅰ 資本金

3 政府出資金 28,532 
減価償却累計額 △2 民間出資金 1,660 

有形固定資産合計 2 30,192 
Ⅱ 資本剰余金

２ 無形固定資産 0 特別出えん金 － 
－ 

３ 投資その他の資産 Ⅲ 利益剰余金
投資有価証券 1,327 積立金 429 
長期貸付金 8,989 当期未処分利益 45 
敷金・保証金 1 （うち当期総利益） (45)
投資その他の資産合計 10,317 474 

10,318 

30,666 
30,745 30,745 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 － 事業収入
一般管理費 貸付事業収入

人件費 42 貸付金利息 11 
直接業務費 2 事業収入合計 11 
管理業務費 8 財務収益
賞与引当金繰入 3 受取利息 1 
退職給付引当金繰入 9 有価証券利息 105 
減価償却費 0 有価証券売却益 － 
一般管理費合計 64 財務収益合計 107 

財務費用 9 雑益 － 
経常費用合計 73 118 

経常利益 45 
臨時損失

固定資産売却損 0 
臨時損失合計 0 

当期純利益 45 
当期総利益 45 

損 益 計 算 書
（自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日）

経常収益合計

科 目科 目

利益剰余金合計

固定資産合計

純資産合計
資産合計 負債純資産合計

資本金合計

資本剰余金合計

固定負債合計
負債合計

その他の有形固定資産

流動資産合計

流動負債合計

科 目 科 目

貸 借 対 照 表
（平成24年3月31日現在）

１．貸借対照表

（１） 平成２３年度末における資産総額は３０７億４５百万円（５９億５０百円減）
である。
主な内訳は漁業信用基金協会に対する貸付金（短期及び長期）２８４億８５百

万円（３億８９百万円増）、有価証券及び投資有価証券１９億８３百万円（６億
９５百万円減）、現金及び預金２億５６百万円（５６億２５百万円減）である。

（２） 負債総額は７９百万円（５百万円増）である。
主な内訳は、退職給付引当金７５百万円（６百万円増）である。

（３） 純資産総額は３０６億６６百万円（５９億５５百万円減）である。
主な内訳は政府及び農林中央金庫等からの出資金３０１億９２百万円（６０億

円減）、利益剰余金４億７４百万円（４５百万円増）である。

２．損益計算書

（１） 平成２３年度の経常費用は７３百万円（３百万円増）、経常収益は合計で１億
１８百万円（１７百万円減）であり、この結果、当期総利益は４５百万円（２０
百万円減）となった。

（２） この主たる要因は、
・ 費用については、人件費４２百万円（ほぼ同額）、退職給付引当金繰入が９
百万円（５百万円増）、有価証券売却損９百万円（１百万円増）となったこと
・ 収益については、財務収益が１億６百万円（２百万円減）となったことによ
る。


